
■　統計は　未来を支える　おくりもの　■

0 単位未満 － 該当数値なし又は皆無 p 速報値

△ 負数又は減少 ･･･ 不詳又は資料なし x 数値が秘匿されているもの

r 訂正値 ･ 統計項目のありえないもの

※ 単位未満を四捨五入したため、総数とその内訳の計が一致しない場合があります。

凡 例

目　　　　　次

毎月の調査結果

人　口 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1

京都府の推計人口及び世帯数

賃金・労働時間・雇用の動き ‥‥‥‥‥‥‥ 2

毎月勤労統計調査地方調査

物価と家計の動き‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12

京都市消費者物価指数

家計調査報告

織物・染色整理・機械等の動き ‥‥‥‥‥‥ 21

京都府織布生産動態統計調査

経済産業省生産動態統計調査

鉱工業の動き ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25

京都府鉱工業指数

統計でみる指標
主要指標［京都府・全国］ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26

職業紹介状況、雇用保険状況、

構造別着工建築物 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 30

利用関係別着工新設住宅、百貨店商品別販売額、

スーパー商品別販売額 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 31

コンビニエンスストア等販売額、

業種分類別企業整理（倒産）状況、

金融機関別実質預金残高、貸出残高 ‥‥‥‥‥ 32

用途別自動車保有台数、

交通事故発生件数、死傷者数、

犯罪の認知、検挙件数（刑法） ‥‥‥‥‥‥‥‥ 33

お知らせコーナー
令和５年毎月勤労統計調査「特別調査」のお願い ‥ 34

京都府統計グラフコンクール入賞作品展のお知らせ ‥ 34

経常調査広報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 35

統計調査紹介（労働力調査、毎月勤労統計調査） ‥ 36

Statistical Room
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京都府における自転車利用

みなさん、外出するときの交通手段は何を利用されていますか。徒歩や車、電車、バスなど様々な手段が

あります。今回はその中でも、私たちの日々の生活で手軽な移動手段として親しまれている自転車に焦点を当

て、京都府における自転車の利用状況について調べてみることにしました。

まずは全国の自転車販売台数について見てみます。

2019 年以降、軽快車（いわゆる一般車）とその他の自

転車（マウンテンバイクやミニサイクル、子供車など）

は、横ばいで推移しつつもやや減少傾向にありますが、

一方で電動アシスト車は右肩上がりで推移していま

す。このことから、近年は電動アシスト車が主流にな

りつつあることがうかがえます。

 （図１）

次に図２を見てみますと、京都府内の通勤・通学を

している人たちのうち、15％が自転車のみを利用して

おり、この割合は全国第２位となっています。

 （図２）

次に京都府における自転車事故発生件数について見

てみます。自転車事故の発生件数は令和４年度は 825

件であり、年々減少しています。しかし、全交通事故

のうちおよそ 20％の割合を占め続けているというのが

現状です。 （図３）

今年の４月１日から、自転車乗車時のヘルメット着

用が努力義務化されました。この機会にぜひ自転車の

利用方法について考えてみてはいかがでしょうか。
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図１　自転車販売台数の推移（全国）

出典：経済産業省「経済産業省生産動態統計調査」
注　その他の自転車はマウンテンバイクなど、軽快車は一般的な自転車

図３　自転車事故の発生件数の推移（京都府）

出典：京都府警察本部交通部交通企画課「令和４年中の交通事故概況」　
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図２　自転車のみによる通勤・通学者数とその割合

出典：総務省「令和２年国勢調査」


